
持続可能な社会の形成に向けた金融行動原則（21世紀金融行動原則）
署名書式
持続可能な社会の形成に向けた金融行動原則　運営委員会委員長　殿
「持続可能な社会の形成に向けた金融行動原則（21世紀金融行動原則）」の趣旨に賛同し、当該行動原則に則った金融行動に継続的に取り組むことで、これを支持することを表明いたします。なお、組織の目的等に照らし、当該行動原則中、やむを得ず継続的に取り組むことが現実的でないと判断されるものについては、「理由表明書」により理由を表明いたします。
署名日　　　　　　年　　　　　月　　　　　日
金融機関等の住所

金融機関等の名称
代表者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

理由表明書

	
	21世紀金融行動原則
（2022.6.22改定）
	継続的に取り組むことが現実的でないと判断される理由

	１．
	【 基本姿勢 】
持続可能な社会の形成のために、私たち金融機関自らが果たす責任と役割を認識の上、環境・社会・経済へのポジティブインパクトの創出や、ネガティブインパクトの緩和を目指し、それぞれの事業を通じて最善の取組みを率先して実践する。

	


社会の着実で公正なトランジションに向けて、イノベーションを通じた産業や事業の創出・発展に資する金融商品やサービスを開発・提供し、持続可能なグローバル社会の形成をリードする。
	
	
	

	３．
	【 持続可能な地域社会形成への貢献 】
地域特性を踏まえた環境・社会・経済における課題解決をサポートし、地域の包摂性とレジリエンスの向上を通じて、持続可能な地域社会の形成をリードする。
	

	４．
	【 人材育成 】
金融機関における人的資本の重要性を認識し、環境や社会の問題に対して自ら考え、行動を起こすことのできる人材の育成を行う。
	

	５．
	【 多様なステークホルダーとの連携 】
持続可能な社会の形成には、私たち金融機関をはじめ、多様なステークホルダーが連携することが重要と認識し、かかる取組みに参画するだけでなく主体的な役割を担う。
	

	６．
	【 持続可能なサプライチェーン構築 】
気候変動・生物多様性等の環境問題や人権をはじめとする社会課題に積極的に取り組むとともに、投融資先を含む取引先等との建設的なエンゲージメントを通じて、持続可能なサプライチェーンの構築を図る。
	

	７．
	【 情報開示 】
社会の持続可能性を高める活動が経営的な課題であると認識し、国内外の動向と開示フレームワークを踏まえ、取組みを広くステークホルダーに情報開示するとともに不断の改善を行う。
	


署名金融機関等情報
	金融機関の情報

	（よみがな）
名称
	

	
	

	代表者役職・氏名

	所在地　　〒


	代表電話番号

	URL　

	主たる事業内容（複数可）



	所属業界団体名（協会名等）



	参画したい主たる業態別ワーキンググループ（1つお選びください）
A. 運用・証券・投資銀行業務WG　　B.　保険業務WG　　C.　預金・貸出・リース業務WG

	参画したいその他のワーキンググループ（主たる業態別WGの他に複数のWGに参加可能です）
<業態別WG>  A. 運用・証券・投資銀行業務WG　　　B. 保険業務WG　　　C. 預金・貸出・リース業務WG
<テーマ別WG> D. 環境不動産WG　　　E. 持続可能な地域支援WG

	担当者情報
ご担当者が複数（上限3名）いる場合は、①②③と付番いただき、メインご担当を①としてください。
例）担当者名　①金融 太郎　②二十一 花子　　　　所属部門　①経営企画部　②総務部

	担当者名


	所属部門名


	役職


	メールアドレス


	電話番号


	Fax番号


	年会費請求先（郵送での送付先ではなく請求書における宛先です）

	□署名した金融機関　　□署名した金融機関以外（以下へご記入ください）



※ご担当者連絡先に変更があった場合は、「担当者変更届」に記載の上、速やかに運営事務局までご連絡下さい。
お問い合わせ・送付先　
〒１１１－００５１ 東京都台東区蔵前３－１７－３　蔵前インテリジェントビル8階
（一財）地球・人間環境フォーラム内　　21世紀金融行動原則事務局
Tel: 03-5825-9736　　Fax: 03-5825-9737　　Email: kankyo_kinyu@gef.or.jp
※テレワーク実施のため、ご連絡はEメールでお願いいたします。
